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トとして,銭 先生 と筆者が,〈 漢語方言調査簡表(語 音部分)〉(丁声樹,李
栄 科学出版社 北京1956)及びく漢語方言與方言調査〉(山 東大学中文系
1980.1)所載のく詞彙調査材料〉を用いて,基礎調査を行ない,音 韻及び語彙





と一致する形式を含めれば,全 部で優に2000を越えていた.こ の うち,方言的
色彩の極めて濃い語彙600程が 〈博山方言詞彙〉(「語海新探』創刊号.以 下
(補注)






的色彩 の濃 い語彙 は〈詞彙〉 と多 く重 なる ことになろ う.加 うるに欠点 を挙げ
れ ば,語 釈 に関 し,筆 者 の誤解 してい る ところが あるや も知れ ない.今 〈博 山
方言語彙調査稿〉 と名付 くる所以 である.と は言 え,「普通話」 と一致す る形
式 でも,そ の地域 で用い られ てい るこ とを確認す る ことは,そ れ な りに意義の
あるこ とで あ り,本 稿の表記 との ズ レによって却 って現実の音声が よ り理解 し
易い もの となるこ ともあろ う.そ れ故く詞彙〉及び遠い将来 の網羅的 な語 彙集
が発表 され た として も,本 稿 には僅か な りとも,そ れ らを補完す るもの として
の存在価 値があろ うか と思 う.
以下に注 意すべ き点を記す.
1.1と1に つ いて.1と1は く方音記〉 では韻母9の 場合 にのみ対立 があ
る.例1e55「惹」:le55「耳見理」,1931「熱」:1e31「日二而」.こ れは劉先
生 の発音 に従 った結果 であ り,程 老師の発音では両者区別 な く,lo55「惹
耳見理」,Ia31「熱 日二而」で あった.今 の ところ,ど ち らの発音 が多数派
に属す るか不明であ るが,(附)で 記 した潜川方言 の イ ンフォーマ ン トの
発音が,程 老師の発音に一致 するので,こ ちらの方が一般的であ る可能性
が強い.19の発音は,長 く持続 された1の 調音が解 かれ る際に微弱な曖昧
母音が付随する もので,単 字音で韻母1〔1〕Jq〕,i,u(～Y),yがそれぞれ
音 節末 で調 音が弛んでかすかな曖昧母音を生 じることを考慮に入 れる と,
1と して も良い ものか も しれ ない.ち なみ に`見 子'で は 媛la5とな って
い る(cf.日子1鵡03).
2.連 読 変調 の調値について.本 稿 の変調後の調値は〈方音記〉 と一致 しな
い ところがある.例 えば,二 音節 及び三音節 において シンタ グマ中位形 の
214とい う調値 は,本 稿 では全 て21としてい る.稀 に214とする こともある
が,こ れは21及び214の調値 が,発 話速度 に よって どち らかになるのか,
それ とも何 らかの音声条件 が関与 しているのか確 かめるべ く,調 査時 に敢
えて両者 を書 き分 けた結果 である.去+平 では31+鵬 の形式が現 われ る
こともあ ったが,こ の場合常 に3耳+214の形式 が同時 に存在 する上 に,例
が少ないので〈方音記〉 では省 いた.今 ここにその例 を列挙 する と次 の よ
(104)
うな ものがある.
「桂花,糞 筐,套 車,教 室,課 稟,藏 青,薪 新,第 一,右 辺,路 東」.こ
れ らは 「普通話」 の語彙が調値 ごと受け入れ られた例か も知れ ない。
3.軽 声 につい て.<方 音記>P.33所 掲の軽声表は,本 稿では次の よ うに
なってい る.







この うち平+軽 につ いては説 明を加 えてお く必要が ある.(一),(二)が第
一音節 が旧清平 か旧清入声 であるかを条件 に分かれ るこ とはく方音記〉で
(1)
既 に触れ てある.(一)は く方音記>P.264.1両字組連調表(第 二音節が
軽 声でない場合 の二音節 の変調)に おける(四)器+55と対比 して発音す る
と全体 に低 く実現 され るが,語 彙調査 の折 には,筆 者 の記録 を見 る限 り,
混 同す る ことが 間々有 った.自 然 な発話速度 では両者 は同じ とい う可能性
もある.(二)の調 値は〈方音 記>P.284.3三字組連調表におけ る(三)の
第 一,第 二音 節が採る 調値 と同 じであ る.音 韻論的特徴を 重視 して山下
(1984)のよ うに平 をi1とし,(二)を・・+・1とした方が分析上便利 であろ
うか とも思 われ るが,本 稿 では調査時 の表記 のままに してお く.実 際 の と
ころ,程 老師 の発音 では,や や低 めに,平 らに二音節が 同 じ高 さで発音 さ
れ る ものであ った.こ れ に対 し,劉 先生 の発音 では第一音節 の末尾 に僅か
な上昇 が聞 きとれた.<方 音 記>P.33の4.5軽 声表(二)暢+33と い う
調 値は劉先生 の発音 に依 った ものである.筆 者 の印象では この第二音節 の
33は同表(一)謝+艶 の 鐘 よ り低い よ うに思 われ た.こ の(一)(二)の調値
の決定 には後々までかな り悩 ま された ことを付 け加 えてお く.
平+軽(二)碧+22と 同 じ調値は平+平 の うちで,旧 清入声字が関与す
る例 で,か つ必ず しも平+軽 とは見な し難 い例 に も見 られ る.例 「菊花,
猪血,雪 花,八 寄,・黒雀,北 屋」二平+平 の うちで 糊+2競 となるのは,山
下(1984)P.258で「二字 目が も と入声 であるものが多い よ うに見受け ら
(105)
れる」とあるように,第 二音節が旧清入声字の場合とい うふ うに条件づけ
ることが出来そ うであるが,筆 者の記録では二字目が旧清入声字の該当側
が数例 しか見当らず,明 瞭な傾向を見て取ることは難しい.今,試 みに山
下(1984)を参考に,
筆者 の収集 した例 に
ついて平 を旧清平声
由来 の もの と旧清入
声 由来 の ものに分 け
る と右 のよ うになる.
もし,こ の表 に示 さ





























と 「平+軽 」(2昌1+瑞;瑠+2§1)とが 同 じ変調調値を 採 ってい る とい うこ
(2)
とになる.前 者 の例 として挙 げた ものを全 て後者 に属す る と見 なせ る もの
か甚 だ疑問 である.な お,「平+軽 」の211+33,及び2垂1+22はそれ ぞれ211
+3,2封+2となる ことが あるが,第 二音節 の長 さは,そ れが軽声 であるか
含 かを決定 する上 で必ず しも重要 な要素 ではない.
4.η ・凱u〃 について.か の発音 については〈方音 記>P.2に 説 明が ある.
本稿 で敢 えて〃を用 いたのは,こ れが αη,iαη,Uαη の α とは明瞭に異 な
るか らである.む しろ,η,iηはそれぞれ0,iっと,Uη はU∂ と聞 き分 け
るのに注意 を要 する音 である.
5.んi入.u入.y入について.〈 方音記〉 では常 に微弱 な鼻音 化が ある とし
て,一 律にa.ia.u乱yaで表記 してい るが,筆 老 の耳 には鼻音 化が全 く
伴 なわない と感 じられる ことが多か ったので,鼻 音 化の現われる条件を明
らかにすべ く,調 査時には鼻 音化が聞 きとれた場合 に限 り～ を付 した.自
由変異にす ぎないか も知 れないが,今 はそのままに してお く.
(106)
6.e,i6,uさ,y6について.こ れ らの韻母 は く方音 記〉 では5.i5.u5.y5
と記 したが,前 者の方が実態に近い.よ り精密に表 記すれば6iの ようで
ある.i6.y6の場合 のeも 同様であるが,全 体 が より狭 く発音 され,舌 位
の上昇は微弱である.
7.本 稿 は前述の如 く,程 老 師か ら得た語彙 が大部分 を 占めるので,劉 先生
か ら得た語 彙については特 に(劉)と 注記 し区別 する ことに した.こ れ ら
の語彙が,程 老師 も用い るものか ど うかは未確認で ある.
8.ママとあるのは,記 録の ミスか実際の発音 通 りなのか,今 確信 を もって
判 断す ることので きない ものであ る.(老),(中),(青)は それ ぞれ老年
人,中 年人,青 年人 が用 いる とい う意 味である.こ れ とは別 セこ(新),(旧)
があ り,こ れ らはそれぞれ新派,旧 派 の意 味である.(老)と(旧),(青)
と(新)は 厳密 に区別 され ている訳 ではな く,イ ンフォーマ ン トの説 明に
従 った ものである.
9.慣 行 に従 い,「 有音無字」 の形態素 につい ては□ で示 してある.〈 方音
記〉 で既 に述べ た ように,博 山方言 では 「普通話」 に見 られ る 「一子,一児,
一里,一地,一着,一的」な どの接尾辞が いずれ も 〔e〕で表 わされ る.場 合 に
よっては来源 を特定 できな くもないが,一 律 に□ で示 した.本 稿 では,単
字調 を知 り得 る限 り記 したが,特 定 の語構成 の下 で しか現 われ ない形態素
については この ような処理 は余 り意味 のある ことではない.
10.語 彙調査 は前述 の〈詞彙調査材料〉 に従 って行 な った.左 端 の語彙が 同
材料 に挙 げ られ た調査項 目である,()が 付 されてい るのも,同 材料所
掲 の通 りである.た だ し,回 答 を得 られなか った語 彙項 目は省いた.同 材
料 に見えない もので,イ ンフォーマ ン トより聞 き出せた方言語彙 について
は 〔 〕 で括 って示 した.参 考までに同材料 の分類 目録 を以 下に記 す.末
尾 の数 字はそれ ぞれ の分野 の項 目数 で,重 複 して現 われ る項 目もあ り,ま
た本稿 で省 かれ た項 目もあるので,実 際 と一致 しないが,大 凡の数 を知 る

















当 らず,ど の分野に入れるべ ぎかの判断もつぎかねるものを筆者が便宜上
一 括 して末尾 に並べ た ものである.




もあろ うか と思われ る.
注(1)<方 音 記>p.26～36参照.な お,声 調の分類に あた り,調 値の差異に基づ く場合は陰,陽
を用い,声 母の無声,有 声の別に基 づ く場合は清,濁 を用い る.こ こでは陰平,陰 入の名称を
用いて も差支えない.な お,博 山方言 には後述の如 く調類 として は陰平,陽 平,上,去,入
(陰入)の5種 類を認め るべ きであろ う.
(2)類 似の現象は液県方言に も見 られ る.拙 文(「液県方言 調査報告 稿(1)」r神戸外大論叢』
第37巻第4号1980.10)参照.
参 考 文 献
山下輝彦 現代中国語におけるToneSandhiの様相一 山東省博山方言について一
『慶鷹義塾大学言語文化研究所紀要」第16号1984.12
(補注)1984年11月山東教育出版社.筆 者が 目賭 し得たのは1986年の秋頃 のことで あったろ うと思
う.本 稿はそれ以前に完成 しており,あ る研究誌 に掲載 され るべ く,そ の編輯者 の手 に原稿 は
渡 っていたが,後 に故 あって掲載誌の変更を余儀 な くされ た.当 初予定 の印刷 の都合上,原 稿
の音声記号や漢字字体を改 め,若 干の字句及 び用例 にも修正を施 したが,そ の際内容 には手を
加えなか った.今 回掲載誌の変更 にあたり,こ れ らの修正 に改 めて手 を加 える ことはしない.
印刷上の処置は次の通 りで ある:1.声調符号 は廃 し,数 値 のみで表示す る.上 段が単字調調
値,下 段が変調調値であ る.単 字調調値 と変調調値が 同じ場合及 び単字調調値が不 明の場合 は
上段が空欄 とな っている.2.音声記号についてはそ り舌音は下に ・を打 って示す.例:t§,t§`,
§,`一→t§,t§`,串4.ロ蓋化音 は上 に'を 付 して示す.例=tもt蔓`,咤,rいt6,tξ`,§,h.舌尖
母音の 玉1は それ ぞれi,写で表わす.3.中国語の漢字字体については誤解の生 じない限 り,
日本の通行字を もって代用す る.
(108)
(一)天 時 地 理
太 陽 太 陽t`ε31iαη55
太 陽 地 児 太 陽 地 □t`ε31iαη覆
ti§善03
樹 陰 地 陰 涼 地 □ie2111iαηlltill
O3
日蝕 日蝕la器S脇
月 亮 月 亮yollliαη31;
月 明 妨 妨yθ 器miη5窪n峨
nε51
月 亮 地 見 月 亮 地 □yθliliα η31
tiliO3
月 蝕 月 蝕y鍔 §§155
星 星 星 忌iη214
流 星 賊 星tsei箋垣6il〕2轟4







下 雨 下 雨61"31y55
雷 陣 雨 雷 陣 雨1u壊t§631y55
毛 毛 雨 毛 毛 雨m瑠mo塁ly55
連 陰 雨 連 陰 天1iA監i6蟹t`iA2塾1
雨 点 見 雨 点 □y55tiA茎195
雷 雷1ui55
打 雷 打 雷t〃 薯h五55
打 閃 打 閃t瑠$A55
風 風f∈ レ1〕214
舌巨風 舌U風ku〃2甜foη214
























































順 風 順 風 串u631foη214
♪」(ラ 」9∫くpiη2碁呈pi1〕2碁4
結 氷 結 氷t6io211piη214


































































































































月 初 月 初ye31t§`U214
半 月 半 月PA3・yo31;
十 五 §翔Y59
月 底 月 底yo31ti55
上 旬 上 旬 §αη31SyE5S
中 旬 中 旬t§Uη 努Sye5S
下 旬 下 旬giv3、SYE5S
日子 日□ 嬬io3
今 天 今 日tgie25ilOき
明 天 明 日miη55101
后 天 后 日xeu31!93
大 后 天 大 后 日tv31xeu311e3§
昨 天 夜 来i鵡1εs§
前 天 前 日ts`iA55103き
大 前 天 大 前 日tp3・ts`iAss!035
毎 天 天 天t`iA251t`iA24;
見 天tsiA31t`iA21
整 天 整 天t§oη55t`iA21




中 午 中 午t§Ui]2壱lV55
下 午 下 午siv31Y55
傍 晩 臨 黒 天lies5xei211t・iA214;
1i6s5xei2§4t`iA2§4;
待 黒 天tε31xei2§lt`iA瑠
晩 上 晩 上vα 媛 §arp31;
ママ
后 上xe鴫 §αη3§
白 天 白 天pei55t`iA31;
白 □pe瑠e5
〔大 白 天 大 白□tv3・pe壊e5〕
































































































































老 娘 娘1っ21hiα魂hiα η51;
老 娘 □b塁lhiα 峨05
小 骸 □6blxε 量e5
女 骸[コhylXε105;






























城 里 入 玲`go551壇le55






































































博 山 南 面20里 外 地 区 常 用)
大 爺tη31io55;
爺ig55



















岳 父 丈 人t§`o鳴1651;
丈 母 爺t§ αη§m噸io55
岳 母 丈 母 娘t§ αη§mu薯lhiαη55
丈 夫 男 入nλ51δ
妻 子 老 婆b塁P`っ5;
嬉 婦6i21fvl
〔老 伴 見 老 伴1罐Pε31〕'
吾}吾千 寄:寄kuo2§霊ku92§窪
艘 媛 艘Sつ214
弟 弟 兄 弟6yη211till
弟 妹(弟 嬉)弟 婦ti31fYll
兄 弟 兄 弟 §y巧鵬ti31;
弟 兄ti§16yη2§4
堂 兄 弟 堂 兄 弟t`α η556yη顎ti31;
t`α】〕556y1〕2髪ti3乙
堂 姐 妹 堂 姉 妹t`α η55ts瑠mei31
t`αη55ts瑠mei31
表 寄 表 寄piっku9214
表 姐 表 姐piっ 癒gll
表 弟 表 弟piっti31
表 妹 表 妹pbmei31
姐 姐 姐 姐t6iglt岳ig55
姐 夫 姐 夫t白iolfv55
妹 妹 妹 妹me31mei31
妹 夫 妹 夫me碁fY214
大 伯 子(丈 夫 的 再 寄)大 伯t鴫
pei2§4
小 叔 子(丈 夫 的 弟 弟)小 叔 □ 菖io監
§u2琵∂3
大 姑 子(丈 夫 的 姐 姐)大 姑 □t峨
ku2杢le5;
tz7鶏ku2封e3











































孫 女[コsuδ 饗 血i嬬 ∂2;
孫 女SU6211hyll
外 甥V磯$9η214
外 甥 女Vε §1§0η2yhy55
孫 嬉 婦su621驚i211fvll
外 甥 娘 婦v鴫$∂ η2y
6i2最fv3壱
孫 女 婿sue2§lhy妻抽y214











長 輩 頓 αηlpei31
晩 輩VA茎pei31;
VA身pei3き
排 行 排 行P`ε 麗xα η55
干 兄 弟 干 兄 弟kA211醇 η2壱lti3、
干 姉 妹 干:姉妹kA2壱ltsi55mei31
過 継 過 継kue31t善i31
親 兄 弟 親 兄 弟t6`ie21齢y魂lti31
親 姉 妹 親 姉 妹t岳`ie2壱ltSi55mei31
自 己 自 己tsi55t5i2封
別 人 別 人pio暑 §1655
〔鄭 居 郷 事 家1i611騨ltきiα214〕
我 俺 ηA55
我 個 我 個vθ 薯11n65
哨 偲 喧 儒tsα2・me5
□ η655;
血i55
弥 假 像 個hi舞m色5
他 他t`η214
他 潤 他 個t`η 鑑ni622
大 家 大 家tηllt6iα214
誰 誰 §ei55
這 箇 這 箇t§ 磯kue31
這 些 這 些t§936io214
〔 也hiθ31中 称 〕
那 箇 那 箇n嬬kue31
那 些 那 些n〃31自ie214
邸 箇 邸 箇n噌kuo31
邸 些 鄭 些nη5雨ig概


































cf.北面20華 里 外 地 区,如 大
毘 需 一 帯,除 了`這 様 着'
t串0η31t§Uθ51,`那様 着'nα η31










・映 □k`uε 溌tiε2(<快 点?)







一 霧 霧12些1§ η2射§η2些塗

























(三)身 体 疾 病
身 体 身 体 串6211t`i55
頭 頭t`OU55
頭 頂 頭 頂t`aulltiη55




頭 髪 頭 髪t`ou髪fα 穿;
t`ou髪fα2§4
辮 子 辮 □.pi磯e3
胎 毛 胎 毛t`ε 珊mつ55

















双 眼 皮 §uαη2壱liA茎lP`i55
軍 眼 皮tA211i入llP`i55
眼 毛 眼 随 毛1腰t§122mo55;
i入2量瑳t§写51】ユ055(劉)




眼 泪 眼 泪iA顯1ui3、
眉 毛 眉 毛mei暑lmっ55
鼻 子 鼻 □p壇05
鼻 孔 鼻 窟 隆 耳艮pi55k`u2§41u1〕5茎
iA55;
鼻 窟 薩ipi舞k`u2§41uO5舞
鼻 梁 鼻 梁pillliαη55
鼻 尖 児 鼻 尖 □pi55tsiA21103
騰tsui55
騰 唇 騰 唇tsuillt串`U655
牙 歯 牙 歯iη 鵠t$`輪;
牙iη55
門 牙 門 牙m磯i汐55
大 牙 大 牙tη §ii禰
犬 牙 狗 牙kgu塁liη55
牙 床 牙 花 □i噸XUη21103
舌 舌 頭 §∂額t`ou51
舌 尖 舌 尖 □$9茎lt6iA甥03
胡 子 胡 子x噸05
唾 沫 唾 沫t`uo§lmg31
(115)
鼻 涕 鼻 涕pi號t`i31
榛 子 喋 □sα η1ηe5
膵 子 膵 子po茎e5
下 巴 下 巴 骨6α 套lPα31ku214
打 噴 嘘 打 噴 嘘tα1§P`6糊t`i214;
打 □ □tη55汐24t$`13
手 手 §eu55
左 手 左 手tsu∂31§ou55
右 手 右 手i∂U31§OU55
拳 頭 拳 頭t6`y禰t`OU51
手 指 手 指 頭 §OU55t§1塁lt`eu5;
§∈)u55t§遷至t`ou5
大 掲 指 大 栂 指t鴫mu舞t§ 瑠
中 指 中 指t§U1〕2呈lt輔茎
無 名 指 無 名 指v55miη55t§;5喜
小 栂 指 小 栂 指 話b塁lmu55t$lll
食 指 食 指 §脇t§ 瑠
手 掌 手 掌[]$gu55頓 αη塁1η05
指 甲 指 甲t§1謝t自iη 脇




















胸 哺 □ 醇 η醤P`u蕩 ∂5
婿 蠣mη2討m汐214














































































窪 乱 窪 舌Lxu92羨1UA31
麻癒 大麻癒tη §lmη茎lf∂η2§4
癬 癬i尋yA55
麻 子 麻 □m嬬 θ5;










〔翻子 鋤 鷺 磁9
熱 疹 唇19含 …k〃2き4tη21
cf.瘡癖kα2封tzア22
雀 斑 黒 雀xei2舅t§`ye2競












































藥 箱 □yo3・6iα η211η93

















疽 疫 疽 疫V6蟹i55
衛 生 球 見 避 疽 球pi31v6211t忌`iu55
病 輕 了 輕 快 了t6`iη211k`uε舞11iA2;
t忌`i1〕2置k`uε塁11iλ2
病 好 了 好 了xつllliA5
(四)動 作 起 居
起 床 起 床t§`i要lt§`Uαη55;
起 来 了t§`i2111ε511b51(劉)
睡i覚 睡i覚 §ui31t5iつ31
穿 衣 服 穿 衣 裳t§`UA211i覆§αη211
□miA55農 民(尤 其 是
女 人)穿 的 締 子 一 般 太
寛,在 前 面 折 着 穿.迭




脱 衣 服 脱 衣 裳t`UO2差li2差1§αη2呈塾
駒 下 輪 下t`α 瑠6iη31;
[コ[コt6`ie31前A214;
[コ[]t自`i931t6`i∈)舞{
打 鈍 打 腕tαlltu655(也 有`目困'的
意 思)
休 息 休 息6iu裾6i麗;
激 激 きie窟5io脇 短 時 間 的
休 息;
激 着 きig2壱lt§U∂擁 休 息 催 顛)
打 呼 打 蔚 睡t噸XA211$ui塁i
倣 夢 倣 夢tSU3・mgη3・
〔恰欠 恰□xη2§掃io33〈給欠?(劉)〕
洗 瞼 洗 瞼 自illliA55
§奪妻垣tue3
抹 稟 子 抹 東 □mη2きlt§u∂2最02
掃 地 掃 地Sつllti31
乗 涼 涼 ヨ映1iα1〕茎窪k`uε31
晒 太 陽 晒 太 陽$ε31t`ε塁liαη55
姥 火 姥 火kb3、xu955
玩 見 玩 玩VA55VA51
点 頭 点 頭tiA塁lt`∂u`奪
招 呼 招 呼t§ り211XU214
談 天 拉 弧1η 窟kuがll
砂 架(打 侯)打 杖t噌t§ αη31
不 言 語 不 説 話pu2義1ミu∂鵬xu瑠
打 盆 打 盆to髪t$`〃31;
説 渾 話$UO2益IXU655XU〃塁1
多 噛 多 騰tu∂ 概tsui55;




答 理 答 理tzン2§呈lo毒暮
嘱 附 嘱 附t§u2最fv22




漱 口 漱 口 §u31k`∂u55
〔刷 牙 歯 刷 牙SUが 最iη55〕
硫 辮 子 杭 辮 □$u211piA§i93
洗 操 洗 操 忌illtsっ55;
洗 光 腱 きi閣kuαη2乙§tiη塁}
cf.洗操 洗 歪i55ts〔)2題自i5暑(劉)
大 便 拉 尿1〃 蟹$155
/J＼便 尿 尿hi〔)31sui214
散 歩 走 走tsou55tseu51























































知 不 道t§ 工瑠pu㍗t場
多 心tu9鵬 醗214











































































































































































手 套 □$∂ 噸t`曝03

































































































項 鍵 □6iα η311iAll93
別 針pi識t騨14
鞘…棺 忌iε556yA塁}
鮭 抜 □ §iε55P〃5503
1故飯tsu31fA31
焼 火 §つ翌XUO55












































酒 盛 □t6U55t§ 期211η03
籠1uη55
味 道vei31tつ31
糧 食1iα η監 §囎
早 農 飯ts瑠t§`655fAll
陶 午 飯 §α鱈Y・5fA舞1
后 絢 飯xou§1§ αη箋lfA塁}
吃 零 騰 頓`工概1iη1象tsui55


















































































ヲを 渣 □kが ム呈t§z72最02
点 心tiA茎1きi62i4
月 餅yo31piη55
綜 □t6y夏 〕器 ηe3
蛋 樵tA31kっ214
7由条iu55t`iっ55









羊 肉iα η 葦1eu31
猪 肉t§u甜10u3
下 水 下 水 白i磯 §ui51
香 腸 香 腸 □6iα η2差ltごqη穎05
肘 子 肘 □t§ou轟e5
猪 血 猪 血t§U21齢io瑠;
t$U2差呈 蓉i∂2差歪
鶏 蛋 鶏 蛋t6i彊tA31
鶏 雑 見 美鳥雑t6i2髪tsα55
cf牛 雑hiu55tsが1
威 鴨 蛋 威 鴨 蛋6iA55i汐2壱ltA31
皮 蛋 松 花syη211XUη2}1
威 魚 威 魚6iAlly55
菜 菜ts`ε3ユ
青 菜 青 菜tぎiη211ts`ε31
素 菜 素 菜SU31ts`ε31
吃 素 吃 素tご211SU31
吃 量 吃 腱tご21齢io211
海 帯 海 帯Xεltε31
海;螢 海i蟹Xε 至t$∈)2♂
威 菜 威 菜 岳iAllts`ε31
醤 瓜 醤 瓜t6iα η31k膨214
醤 油 醤 油t§1α η311U55
麻 汁 麻 汁mη 蕩t§i窟
香 油 香 油 きiαη彊iu55
酷(忌 読)酷ts`U31;
忌 誰t6illxui31
芥 茉 芥 茉tきiεllme31
薗 香 薗 香xui塁16iαη14;
xui菱6iαη 呈
花 椒 花 椒XUη211tsbll
堅 盤iA55
葱 花 葱 花 □ts`Uη211XUη211θ2
柿 餅 柿 餅 §瑞piη55;
































柿 □ 餅 鵡lo3piη55
花 生 米XU〃 鵬 §0η謝
mi55(多);













































































半 生 不 熟PA31$oη 脇pu2差1
§u55
(六)房屋 用品



















































































瞼 盆 瞼 盆liA呈lP`655
硫 子 硫 □$u蟹033
鏡 子 鏡 □t6iη 酷e3
漱 口杯 牙 鉦 □i噸kα η蟹03
牙 膏 牙 膏ip55ko214
牙 刷 牙 刷 □iv55§u㌘ 暢e3




香 宅 香 宅siaη2XtSOSI
磯a砥tgiA5s










塞 給 送 入.
鶏 毛 揮 子 鶏 毛 揮 □tsi2MMOSs
t`瑠05
掃 帯 掃 帯sつ5t$u3
箸 帯 答 帯t`i〔)t$U5
抹 布 抹 布mvpu35








烙 鉄 烙 鉄1u9器t`i2§4























































除 夕 年 三 十hiA55SA2差1$155
大 年 初 一 大 年 初 一t汐31hiA55
t$`U2愚呈i2§§
元 旦 陽 暦 年iG職1i嚢lhiA55
葬 年 拝 年Pε31hiA55
墜 歳 銭 守 歳 銭 §OU塁lsui31t6`iA55
元 雷 正 月 十 五t鱒 η謝yo3斡 翔
Y`1
關 灯 晩 灯VA55teη214
端 陽 五 月 端 午vllyo31tA211Y51
中秋 八 月 十 五pη211yo毘$1茎lV5
重 陽 九 月 九t岳iu匿y磯t菖iu55
騰 ノk騰 ノk日1か 穀Pか 鴛41∈)31
店 会 会xui31


































請 客 的 時 候 出 三 次 菜.第
一 次 出 四 盤 .第 二 次 様 式
較 大.第 三 次 出`海 参',
`大鯉 魚'
.`豆 腐 箱(里 面
有 鱈 見 的 小 箱 状 豆 腐)'等
菜.其 中 第 二 次 叫`行 件',






介 紹 封 象t6iε31§0馨ltui31
s10η31・
説 婆 婆 家 §ue2射P`e蜜P`05暑




































第=域 第 三 天 女 方 的 兄 弟
偏 或 者 没 有 兄 弟 的 話 叔 伯
偏 来 訪 問 戯 弄 男 方.把 這
雨 箇 人 叫 作`油 客'.
親 家t6`i∈…2§壬t岳i2フ2髭
送 束suη31tきiε55(女方 把
束 書 送 到 男 方 家 去)
cf.束書t6iA55寧u214
搬 圓 房PA211i噸fα055結
婚 的 前 一 天 娘 家 把`圓 房
i噸fα η55'搬到 男 方 去.
cf・圓 房iλ24fαη55嫁肱.
稟,椅,床,沙 嚢 等







花 矯XUが 髪t5io31(一般 只
説 矯')
離 婚1i55xu62、4;
休6iu214(男 人 不 用 女)



























































































































































































(一般 不 分`冤 子'和`野 冤'.












母 鴨 □mu班i〃 袈e5(少)





























狐 狸 狐 □x嬬05






蚕 蝋 家 蚕 蝋 □t舌iG211ts`入55
1uη茎195
蚕 蛾 蛾 □vo覆05(一 般 不 区 別,
都 叫`蛾 □')
蜜 蜂 蜜 蜂millfaη214













蜘 虫朱 蜘 蛛t§UL2§呈t§UL2乙毒
螢 火 虫 火 煤 虫xuollmeil窪
t§`U1〕55
姻 蠣 児 咬 虫国i瑠kuε55
蝉[]□ §つ2§呈t6`iλ33;
□ □ □ □Y211η22VA2405
(8)
從 叫 声 起 名.
蠕 蟻 蟻 羊i叢iα η55;
i≧垣iα工〕55
娯 虫公 虫由艇iu55i2聖3
〔蛇 艇 草 鮭 底tsbl掃iεllti55〕
蜴 子 蜴 □6ie211922
螢 了 螢 了t§e111i嘘
壁 虎 蜴 虎 □ 齢2・4XU塗1022
蒼 蝿 蒼 蝿ts`α1〕2§歪i1〕麗
緑:頭蒼 蝿 緑 豆 媚IylltOU31iη55
(〈緑 頭 蝿)
大 麻 蒼:蝿 麻 豆 蝿m噸tOU3・iη55
(<麻 頭 蝿)
蚊 子 蚊 □ve薯 ∂22



























































(7)博 山には 日本 のノコギ リカ ミキリと同種の ものが棲急 してお り,筆者 は五.六 月 の山道で よ く
見かけた.こ の名称 が総称で あるのか,そ れ ともこの ノコギ リカミキ リを指す ものであるのか確認
していない.
(8)日 本の ミンミンゼ ミと同種 か.cf.鳥鰭(「蒲松齢集 』中華 書局1962年8月P・756)なお,こ こ
に挙げた この二 つの名称の違 いについては,深 く追求 してい ない、前者が総称であろ う瓶
(9)5iη珊 の誤 りカ㌔
(129)
蝦皮 見 蝦 皮□ 善iη蟹P`壊i5
釣魚竿 釣魚竿[]tio31y茎lk入211
θ33
魚 鈎 見 魚 鈎 □yllkeU21te33
魚 網 魚 網y麗V入SS
庄 稼 庄 稼t§uα η瑠tgivll
麦 子 麦 □me鵜03
大 麦 大 麦tpllmei3§
小 麦 麦 □meillo3
蕎 麦 蕎 麦t≦`io睾lmei31
麦 穗 見 麦 穗 □me場sui3、e33
麦 秤 見(麦 楷)麦 楷meilltsiε294
稲 稲 □toli93
谷 子 谷ku214
大 米 大 米tp31mi55
小 米/J＼ 米sio55miSl
儒 米 儒 米nUollmi51
葡 萄 縷 見 □ □ 縷 □luθ24pei5
(10)の 　ユる11〕
31933
蔓 董 蔓 董m場t忌iη31
白 菜 白 菜pe堰ts`ε31
油 菜 油 菜iullts`ε31
稲 草 稲 草t端ts`059
玉 米 棒 槌 □pα η塁lt$`uille33
高 梁 秣 秣 蝿1§ 婬
黄 豆 黄 豆XUα 壊tOU3i
緑 豆 緑 豆ly器teU31
黒 豆 黒 豆xei2iftou塁
碗 豆 娩 豆VA211toull
虹 豆 虹 豆t6iα η211teU§1
扁 豆 扁 豆pi腰teU31











箆 麻 子 箆 麻 □pi2封mηllo22
棉 花 棉 花mi入llXUA214
向 日葵 場 園 花t§`α η蕩 量嬬XUか214
茄 子 茄 □t6`io量le22(11)
黄 瓜 黄 瓜XUα 藤kuO2i4
(11)
綜 瓜 続 瓜Si甥kUo瑠
冬 瓜 冬 瓜tt1η211kUo瑠
西 藷 芦 西 藷 芦 自i2差lx嬬1u51
云 豆 云 豆y砥teU3き
豆 角 豆 角 □tOU塁lt6iがllO33
大 葱 葱ts`Uη214
洋 葱 圓 葱yλ55ts`uη2、4
蒜 蒜suλ31
蒜 苗 蒜 苗SUA3miり55
韮 菜 韮 菜t§i嘘ts`ε31;
t話iu2葦ts`ε3乙
番 茄(洋 柿 子)洋 柿 □iα η麗s囑
03;





胡 薙 卜 胡 薙 卜x嬬1uθ 霊lpei22






芹 菜 芹 菜t6`iδ211ts`ε3・
t≦…`i6髪ts`ε31
渡 菜 渡 菜Po謝ts`麟(12)
水 果 果 木kUo留mUa31
桃 子 桃t`つ55
杏 杏6iη3、
杏 仁 見 杏 仁 自iη3、1§55
梨 梨li55(13)
橘 子 橘 子t6y2杢tsi51(?)
花 紅 蜜 果 子mlkU謝021;
mlkUo匿 θ21
蕪 果 覇 果p`iηlkUo55
i孝Σ齊 孝妄齊pi茎 垣t6`i31
紅 婁匿 黍its=)55
蓮 子 蓮 子1iλlltsi55
繭 繭 勾ou55
柿 子 柿 □ §嶽03
甜 瓜 甜 瓜t`i禰kuが14
面 瓜 面 瓜miλ §lku汐2§4
〔薙 卜 羅 卜IUo箋lpei5
李 子 李 □1瑠05
西 瓜 西 瓜6i概kuη 鵬





栗 子 栗 □1鵜03
甘 薦 甘 蕪k魂 歪t$θ鵬
石 榴 石 榴 §翔liu55
柚 子 柚 □iu55e3
樹 樹 §u31
樹 苗 樹 苗 寧U3、miつ55
樹 林 樹 林 □ §u3・1i磯05
樹 皮 樹 皮 §u31P`i55
葉 子 葉 子io酷 θ3
樹 枝 樹 枝 □ 写U31t$;211e33
桑 樹 桑 樹sα η21箆u§1
果 樹 果 樹kUo覆su31
松 樹 松 樹 醇 η鰻 蝿1
木 頭 木 頭1nulit`eU51
柳 樹 柳 樹liull§u31
楊 樹 楊 樹iα 城 §U31









楡 銭 □y箋 瑳t忌`iλ茎葦05;
y袈t自`iλ55e5
楡 葉 楡 葉y髪io31
竹 子 竹 □t寧U謝022



















































花 骨 頭XUα 瑠
ku2菱tou菱
芦 葦1u駆vei55
婆 婆 丁P`θ 蕩P`魂tiη214
ηε31
涙i黎t話i2㌶li22


































(九)農 業 榮 動































割 麦 □kη 鱗
mei鵡03






















































生 産 隊 §o堤lt$`A55tui31
会 計k`uε31t6i31
支 書ts奪 鵬 §U214
管 区k砿55t§`y214
高 級 社kg2i藍t自壇5021





























緑 石毒 石景石毒1y§ きt$u3
風 車 風:車feo2話t寧`0214
掘 井 打 井tα 壽t6iη55
打 水 打 水tα 跡ui55
水 車 水 車 典55t§`0214
韓 轄 轄 韓IU蓉 §IU、
柳 罐 罐kuλ3、
井 縄 井 縄t§i可 蕩seη5壽;
t§i132量珪§01〕5暮
〔水 筒 答 鋤14(鉄,皮,木 頭)〕
磨 磨mo31
磨 盤 磨 盤mo31p`A55
磨 眼 見 磨 眼mo31iλ55
鍛 磨 □ 磨ts`λ55mo31
磯 台 礁 台hi入31t`ε55
磯 房 罎 棚 丘i蓋31P`9η55
磯 杯 見 砥i管心 丘iλ31kUA舞1岳i6211
布 袋 布 袋p鴫tε3き
飾 羅 節 □ §ε2§lo33
麻 袋 麻 袋mη 蕩tε31
升 升sθ η214
斗 斗teU55







































紡 縫fα η薯 自iλ3ユ
嘩謬諭叢野
































































































装 車 装 車t§ULG[η2話t§`e214
卸 車 卸 車5iθ31t§`0214
車 軸 車 軸t§`02義lt§U55
車 輪 見 車 輪 □t串`e2111u6茎lo22
人 力 車:入 力 車1e塁11i31t§`e214
車 架 子 車 架 □t$`a2杢lt6i嬬e3
船 船ts`Uλ5
帆 船 帆 船f入2毒t§`uλ55
輪 船 輪 船1uelts`UAIl
船 頭 船 頭t§`UAIIt`OU55
船 身 船 身t§`u鵡 跡6鵬
錨 錨mつ55
跳 板 跳 板t`io31p煮55
漿 漿t6iα η214
船 鎗 船 胎t§`U入55ts`αη214
騎 馬 騎 馬t6`illm〃55
馬 鞭 子 馬 鞭 □n1"55pi入211033
馬 噛 子 馬 噛 □mη 茎lt6y謂e22
肚 帯 肚 帯tulitε31
纏 縄 □ 縄kλ3王soη55
馬 鞍 馬 鞍 □m嬬 η入概033
交 通 交 通t6io竪t`Uη214
桟 房 桟 房t§ 嬬fα η51
信 信 岳ie31
郵 票 郵 票iu55P`b31
担…号 措…一号kuη 酷xo3§
電 報 電 幸艮tiλ酷Pつ3き
郵 差 郵 差iu55t孚`ε214
電 話 電 話ti蓋31XUη31
寄 信 寄 信t6i316iさ31
打 電 話 打 電 話t卸55ti磯XUη31
才白電 幸艮 手白電 幸艮P`ei2射ti入塁乏Po31
郵 包 郵 包iu55po214








































































窟 字 爲 字6io覆tSi31
招 生 招 生tsO鵬 §e恥4
考 試 考 試k`っ55軸1
報 考 報 考Pつ31k`055
録 取 録 取IU31t岳`y55
畢 業 畢 業pi21io31
文 葱 文 態v61P`iη55
開 除 開 除k`ε11ts`u55
硯 台 硯 台i鴛t`ε51
墨 墨nlei3、
毛 筆 毛 筆mつ55pei214
鋼 筆(水 筆)鋼 筆kα η2話pei214
墨 水 墨 水mei31§ui55
墨 汁 墨 汁meilt§ 工214
筆 桿 筆 桿pei21kA55
筆 尖 筆 尖pei2藍t話iA214
鉛 筆 鉛 筆t§`iA2封pei2髪
石 板 石 板 §鵜P入55;
輿55PA55
筆 記 本 見 筆 記 本pi2杢lt≦i3・P655;
筆 記 本 □pi聖t6i31
pe貌 θ5
双 立 入 児(そ)双 立 人 §uα0糊
1i311δ55






提 手 肇(わ 提 手t`i麗 §eU55;





















































































要 龍 灯 玩 龍 灯V鵡llyη55tUlj2M
演 戯 唱 戯tsanlsi31




胡 琴 胡 琴XU塗lts`iη55
(19)
口 琴 口 琴k=`eU茎至t5…`i1〕5吾
青 衣 青 衣t6`iη鷹i214
大 花 瞼 大 花 瞼tp31xuv2壱lliA55
小 生 小 生 ≦io叢soη鵬;
ノサ らら 　　　SIO
21se1〕55
















































行 野 鋤 器io55
撮{鬼{編ts`ue2鎚kuL211ei55

























































































































































濠 湯 翻 衰熱fη
甜 舌甘t`i入55










































































































































行(一 行 樹)行Xα η55
架(一 架 机 器)箇kuθ31;
部pu3、
裸(一 裸 樹)裸k`Uo3、
粒(一 粒 米)ex.一 箇 米 粒i鯛
kUe31milli31;
一 箇 麦 粒 顎
kUo31melli31
張(一 張 東 子)張tsα η214
領(一 領 席 子)領liη55
(21)桿(
一 桿 槍)桿kα っ・5
道(一 道 河)根kδ214
位(一 位 客 人)位vei3・
封(一 封 夫 婦)封tui31
口(一 口 猪)箇kUo3、
頭(一 頭 牛)箇kUo31
～22)匹( 一 匹 馬)匹p`155
眼(一 目艮井)1眼i五55
口(一 口水)口k`ou55






屯頁(罵 一 屯頁)屯 頁tUL631
趙(去 一 趙)趙t`α η31
次(用 一 次)回xui55
下(打 一 下)□ □ □ §eη31XU"21
022打 一 ～(打 一

















































































先 雲6i入 瑠 §η鵬
nv塁1tSA31sp2壱1







































































握 していたので,主 たる目的は内部差異のチェックとい うことにあった.以 下
に,断片的なが らその折の記録を示 し,参考に供することにしたい.発 音者は
蒲章俊氏,当 時36才.蒲松齢の十一世孫で1966年に高中を卒業 している.





一七ll:査　 　 　 　
全濁入一→ 陽平(=上 声)十,傑,賊,食,雑,石,簿(pの,舌,直,
局,掘(t6yo),實,俗(6y),佛(fv)
今又音 の問題 を考慮 に入れ なけれ ば,こ れ らの例 は博 城方言 の場合 と微細 な点
に至 るまで殆 ん ど一致 してお り,例 外 となるのは`簿'の一例のみである.
ここで,日 母 について付 け加 える と,博 城方言 において`日二'と`熱'が同音
であるか否 かにつ いて,二 入 のイ ンフォーマ ン トの間に差 異が見 られた ことは
既 に触れ た.溝 川方 言においては,程 老師の発音 と同様に`見,耳,惹',`日,
二,熱'が それぞれle(上 声),や(去 声)で あ った.具 体的な音声は,や は
り博 城方 言の場合同様,い ずれ も1が 長 く持 続 され,閉 鎖が解 かれ る際に短 く
(142)
て曖味な母音が付随 する とい うものである.
蟹摂二等 牙喉音声 母下 の韻 母は,例 えば`街't6iε214のよ うに発音 され,`接'
t6io214等とは区:別されてい る.
この他,足(新tsu;旧t§y)プ 從(新ts`uη;旧t自`yη),俗(甜のみ)等
の通摂 三等 字に見 られる又音 の存 在,mu,nuの 音節 において,韻 母 の鼻 母音
化 する(例:牧mの 点等 の諸特徴 はいずれ も博城方言 と共通 してい る.
二音節 の連読変調 につ いては,例 が余 りに少ないので信頼性が 乏 しいが,大











































































中に見えないので?と しておいた.こ のうち 「清入+平 」及び 「平+清 入」の
変調調値は実のところ,それぞれ 「清入+軽 声」,「平+軽 声」 と同一である.

















この場合 には平 声の清平 由来 の もの と清入 声由来の ものが,ま た上声では陽平
(濁平 と言 い換 えて もよい)由 来 の もの と上声 由来 のものが明瞭に分 かれて,
独 自の調値 を採 る.既 に述べた よ うに,「 清入+平 」 と 「清入+軽 」,「平+清
入 」 と 「平+軽 」が 中和 した状態で同一調値を採 ってい るとすべ きなのか,或
いはいずれ も第二音 節が軽 声 と見なすべ ぎなのか,現 段階では深 く検 討 してい
ない.な お,211+21毒,2杢1+22;2き1+2杢1(～211),211+3の調値に関 し,説 明を加
えておかね ばなるまい.音 韻論 的特徴 を重 視すれば,214は11とし,2毒1+麗を
11+11とした方 が分析 を進 め る上 で都合が良い(山 下1985参 照).Variantと
して第一音節 の末尾 が,低 さを持続 しきれずに微かなが ら上 昇す るものがある.
このよ うな傾 向は博 城方言 では特 に劉 の発音 に見 られ た.



























i211P噸θ5xu〃214一 把 花 .
封 驕?
c£「没」=「 母」(同音)
(145)
